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第1号議案

平成27年度事業報告書

1．衛生思想事業（継続事業　1）
1-1第42回くらしと健康展

事業名： 第42回くらしと健康展
日  時： 平成27年10月25日（日）　10:00～16:00
場  所： 京都府医師会館
内容： 血糖測定・HbA1c測定・臨床検査紹介資料配布
参加数： 全体参加者：約600人　京臨技会員：14名（理事：8名、研究班員：5名、協力者：1名）
検査数： 406件

1-2京都府医療推進協議会主催イベント

事業名： 京都府医療推進協議会
日  時： 平成27年11月8日（日）　10:00～16:00
場  所： みやこめっせ　1階 第2展示場　C・D面
内　容：　 検査体験展示（顕微鏡による血液像観察）、臨床検査の広報など
入場者： 約2500人 顕微鏡観察： 約60人
会　員： 実務委員：6名（京臨技会員：6名）

1-3子宮頸がん啓発活動　LOVE49

事業名： LOVE49　子宮頸がん啓発活動
日  時： 平成27年4月19日（日）　13：00～17：30

　平成27年度は、「全国検査と健康展」を北部で初めて開催しました。行政や地元医師会と綿密な調整のもと
開催したこともあり京臨技単独で行う健康展としては、予想を上回る138人の一般市民参加がありました。臨床
検査或いは臨床検査技師の啓発活動に大きく寄与できました。「第42回くらしと健康展」でも400人を超える来
場者に血糖測定・HbA1c測定・臨床検査紹介資料配布を行い、また、事業計画としていませんでしたが、「あ
やべ食育・すこやかフェスティバル」に京臨技として初めて参画して約270人の来場者に脈波測定による「血管
年齢測定」を実施するなど、衛生思想事業が充実した一年になりました。

昨年度のくらしと健康展は、例年通りの「血糖測定」と、昨年からの新たな取り組みとしての「HbA1c測
定」も継続して行いました｡多数の参加者が見込まれたため、一昨年と同数の14名の京都府臨床検査
技師会員（理事、研究班委員、ボランティア）が実務委員として測定を行いましたが、経験者が多く参加
したため、スムーズな測定を行うことができました。当日は肌寒い気候にも関わらず、多くの方々が来場
されました。熱心に質問される方も多く、市民の皆様の医療や健康への関心の高さが伺われるイベント
となりました。最後まで大きなトラブルもなく、無事に終了を迎えることができました。アンケート結果でも、
多くの方に検査コーナーが気に入ったと書いて頂けました。

4月9日を｢子宮頸がんを予防する日｣として､全国各地で啓発活動が行われています｡4月9日が平日の
ため､より多くの方に知っていただくことが大切と考え4月19日の日曜日に開催しました。聴講者や通行
者に子宮頸がん関連のパンフレットやビラを配り知っていただくことが目的のため、イベントでは、子供た
ちのダンスチームやベリーダンスチーム、ギタリストなど総勢9チームに出演していただきました。多くの
方が足を止めてみてくださり、啓発用のビラなど約1300部が配布できました。ステージ発表の間に加藤
技師による子宮頸がんに関する講演をしていただきました。今回もダウンタウン松本さんの実兄で、社会
貢献的エンターティナーとして活躍をされている松本　隆博氏によるライブ＆トークで盛り上げていただ
きました。パネルディスカッションでは長岡京市役所職員の方にも参加いただき、問題点を挙げながらよ
り分かりやすく、楽しく子宮頸がんに関わる話を進めていただきました。

「明日からできる子育て支援」というテーマで行われたイベントで、京臨技では検査体験展示（顕微鏡に
よる血液像観察、ジュースによる尿検査体験）と検査に関するリーフレットを用いて一般市民への検査内
容説明などを行いました。当日業務のために京臨技会員から参加者を募り、3名の応募があり、当日は3
名の理事と合計6名体制で当たりました。顕微鏡による血液像観察とジュースを用いた尿検査体験（尿
試験紙使用）では、小さなお子様からご年配方まで60人程の方に参加していただき、血液像や尿検査
の説明を行いました。また、これらとともにインフルエンザ、ノロウイルス等のリーフレット、臨床検査技師
の仕事の紹介等のグッズを配布し臨床検査の広報を行いました。
今後も臨床検査技師の知名度のアップや臨床検査技師が京都府の医療推進の一躍を担っていけるよ
うに、京臨技公益活動の一つとして、イベント参加への継続が必要と考えます。

　学術部門においては、交通の利便性が高く設備も充実していることから研修会場として各研究班がよく利用
していた京都保健衛生専門学校が、耐震工事のために半年間使用できませんでした。しかし、学術研究班の
工夫や会員のご協力の下、例年通り有益な研修会、講習会を開催することができました。
　精度管理技事業では、昨年度トラブルが発生してご迷惑をおかけいたしましたが、今年度は問題なく事業が
遂行でき、京都府内の会員施設の臨床検査精度向上に貢献できたと考えています。
　一方で、昨年度に引き続き開催した「検査説明･相談ができる臨床検査技師育成講習会」の参加者数が伸
び悩んだり、広報活動の一環である京臨技会報が発刊できなかったことなど課題も残りました。
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場  所： ゼスト御池　河原町広場
主 題1： 子宮頸がんについて
講 師1： 加藤　順子（株式会社　セルネット）
主 題2： 子宮頸がん　パネルディスカッション
講 師2： 江口　光徳 （宇治徳洲会病院）、豊山　浩祥 （京都桂病院）他
参加数： 総数：42人（京臨技会員：18名）

1-4全国検査と健康展　京都会場（日臨技公益委託事業）

事業名： 平成27年度日臨技全国検査と健康展京都会場
日　時： 平成27年11月28日（土） 10：00～15：00
場　所： 市民交流プラザふくちやま
内　容：　 健康チェック・検査説明・健康相談・臨床検査紹介資料配布
入場者： 138人 健康チェック： 100人以上

検査説明・相談： 約70人
会　員： 実務委員：26名（京臨技会員26名）

1-5がん予防啓発｢子宮がんは予防できるか｣

1-6青少年へのSTI予防啓発教育事業

1-7京都府医師会・京都府臨床検査技師会合同研修会

事業名： 第29回京都府医師会京都府臨床検査技師会合同学術研修会
日  時： 平成27年12月5日(土)　14:45～17:10
場  所： メルパルク京都
主 題1： 当院における甲状腺について
講 師1： 佐藤　伊都子　技師（神戸大学医学部付属病院　検査部　副技師長）
主 題2： 甲状腺機能異常の診断
講 師2： 金本　巨哲　先生（大阪市立総合医療センター　内分泌内科　部長）
参加数： 総数：63名（京臨技会員：18名、他府県：6名、医師会会員：39名）

1-8あやべ食育・すこやかフェスティバル

事業名： あやべ食育・すこやかフェスティバル
日  時： 平成27年11月8日（日）　10：00～15：30
場  所： 綾部市保健福祉センター
参加数： 会場参加者約500名　実務委員（京臨技会員4人）

2．精度管理事業（継続事業　2）
2-1精度管理事業

綾部市健康啓発事業「あやべ食育・すこやかフェスティバル」に、京都府臨床検査技師会として初めて
参加しました。臨床検査技師チームは、脈波測定による「血管年齢測定」を担当し、測定と結果説明を
行いました。測定するだけでなく、得られた波形の意味を説明し、必要に応じて内科医の相談を促すと
いう役割でした。それに限らず、多くの医療スタッフとも、地域医療に関していろいろな情報交換ができ
ました。臨床検査技師の持つ技術と知識を利用しながら、スタッフの一員として一般の方への健康啓発
に協力していくことはいろいろな場面で可能であり、今回の事業は、今後の臨床検査技師会活動の展
開を考える上で、非常に有益な機会となりました。

臨床検査と診断治療において臨床検査技師の立場と臨床医の立場よりの疾患に対する講演を行いま
した。平成27年度は、甲状腺疾患に関連する内容の講演会でした。内容は甲状腺の基礎知識から、検
査方法の現状と病態把握に最適な検査や治療薬の選択などについて分かりやすく解説していただい
た講演でした。土曜日午後3時開催のためか、医師が検査技師を上回るたくさんの参加でした。

全国検査と健康展など京臨技事業を通して府民への啓発を行いました。

昨年まで京都市内で行っていましたが、会場を京都北部の福知山市に移し、開催しました。「見て知っ
て体験しよう」をキャッチフレーズに、健康へのきっかけ作りと、臨床検査についての理解を深めてもらう
ことを目的に準備しました。当日は天候と会場にも恵まれ、多くの市民の来場がありました。どのコー
ナーも100人以上の方が体験され、臨床検査専門医会の臨床検査専門医による健康相談コーナーでも
多くの方が相談を受けられました。「高校生向け臨床検査技師職業紹介」では、高校生にむけて臨床検
査技師を知ってもらういい機会となりました。我々の持つ技術や知識で市民の方へ健康の啓発を行って
いくことは、非常に大切なことだと思いました。今後も行政と連携しながらこのような事業を展開してきた
いと思います。

全国検査と健康展など京臨技事業を通して府民への啓発を行いました。
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日　時： 平成26年10月20日～11月13日
参加数： 65施設

2-2合同報告会

事業名： 第31回京臨技精度管理調査合同報告会
日  時： 平成28年3月5日（土曜日）　14：00～17：00
場  所： 京都府立医科大学基礎医学舎
主 題1： 各研究班精度管理報告
講 師1： 各研究班精度管理委員
参加数： 総数：45名（京臨技会員：40名）

2-3京都衛生検査所精度管理専門家会議

日  時： 平成28年3月3日(木)　14:30～
場  所： 一般社団法人　京都微生物研究所南ラボラトリー

3．研究講習事業（継続事業　3）

生理： 11回
輸血： 4回
臨床化学・免疫血清： 10回
血液： 4回
病理・細胞： 4回
一般： 4回
微生物： 6回
情報システム： 1回
北部： 8回
南部： 2回
チーム医療： 6回

3-1学術研究班
学発番号： 第15-001号
研修会名： 臨床化学免疫血清分野　研修会
日  時： 平成27年4月28日（火）　18:30〜20:00
場  所： 京都保健衛生専門学校 視聴覚室
主 題1： 「糖鎖マーカーを用いた肝線維化検査技術について」
講 師1： 寺田　宏明 氏（シスメックス株式会社）
主 題2： 「肝線維化マーカーM2 BPGiについて」
講 師2： 森木　博徳 氏（シスメックス株式会社）
参加数： 総数：16名（京臨技会員：10名）
報告者： 後藤　直樹（京都保健衛生専門学校）

学発番号： 学15-002号
研修会名： 輸血検査研修会
日  時： 平成27年6月5日（金）18：30～20：00
場  所： 京都保健衛生専門学校 視聴覚教室
主 題1： 輸血検査研修会  講義「輸血検査の基礎」

研修会32回、講演会18回、実技講習会10回（60回）開催しました。参加者総数　2,424人、京臨技会員
1,334人でした。昨年度は、講演会の割合が高くなったことと、A・Bと別れていた生理研究班を統合し新
しい体制で合理的な研究班活動ができました。また、京都保健衛生専門学校が、耐震工事のため一定
期間使用できなくなり参加者には不便をかけました。

昨年度の精度管理調査は58施設の参加がありました。精度管理委員が変更になった研究班がいくつか
ありましたが、おおきなトラブルもなく実施できました。70％以上の正解率をめざし、評価の思わしくない
施設にはコメントを付記するルールは定着してきました。あまりに正解率が悪い問題を評価対象外とす
るルールも同様です。各研究班出題にも工夫が見られ、研修会で勉強した内容の確認的な問題、トピッ
クス的な問題など基礎的な内容にとどまらず出題されていました。今後も精度管理と研修会のフィード
バックは必要になると思われます。日臨技の進めている精度保証認定制度認証に必要な「精度管理に
関する研修会への参加」に合致する本報告会は益々重要になると考えます。

京都衛生検査所精度管理専門家会議への参加し、立ち入り調査にも同行しました。

昨年度の精度管理は58施設が参加されました。評価をA～Dに統一すること、正解率は70％以上を目
標にすること、正解率60％以下の問題は評価からはずすこと、評価の思わしくない施設にはアドバイス
を付記することを確認しました。10月20日に京都府立医大附属病院においてサンプル発送を行いまし
た。精度管理委員の交代があった研究班もありましたが、回答返却、各研究班の評価、解析、結果返送
と順調に実施できました。地臨技でないとできなうような小回りの利く精度管理を目標に取り組みます。
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講 師1： 相田　幸雄　技師（京都南病院）
参加数： 総数：40名（京臨技会員：36名）
報告者： 相田　幸雄（京都南病院）

学発番号： 学15-003号
研修会名： 肺機能検査講演会
日  時： 平成27年6月11日（木）　18:30～20:00
場  所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主 題1： 肺機能検査　基礎
講 師1： 藤友　結実子　先生（京都府立大学附属病院　呼吸器内科）
参加数： 総数：65名（京臨技会員：63名）
報告者： 加藤　ゆず子（京都府立大学附属病院）

事発番号： 学15-004号
事業名： 心電図検査研修会（日臨技推進事業研修会）
日  時： 平成27年6月24日（水）　18：30～20：30
場  所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主 題1： 心電図基礎　基本的な読み方のポイント
講 師1： 奥　真奈美　技師（草津総合病院）
参加数： 総数：55名（京臨技会員：53名）
報告者： 齊藤　祐巳子（社会事業財団西陣病院）

事発番号： 学15-005号
事業名： 一般検査研修会
日  時： 平成27年6月28日（土）　14：00～17：00
場  所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主 題1： 尿定性検査の基礎
講 師1： 河野　秀幸　氏（栄研化学株式会社）
主 題2： 当直に役立つ一般検査
講 師2： 堀田　真希　技師（大阪大学医学部附属病院）
参加数： 総数：37名（京臨技会員：27名）
報告者： 城戸　孝夫（国立病院機構宇多野病院）

学発番号： 学15-006号
研修会名： 細胞分野　実技講習会
日  時： 平成27年7月5日（土）　13:00～17:00
場  所： 京都大学大学院医学研究科人間健康科学科　講義室ならびに実習室
主 題1： 体腔液細胞診について、中皮腫細胞診を中心に
講 師1： 鳥居　良貴　技師（兵庫医科大学病院）
主 題2： 体腔液細胞診　鏡検実習
講 師2： 鳥居　良貴　技師（兵庫医科大学病院）
参加数： 総数：32名（京臨技会員：24名）
報告者： 山口　直則（綾部市立病院）　

学発番号： 学15-007号
研修会名： 輸血検査 初級実技講習会
日  時： 平成27年6月13日（金）　13：30～17：00
場  所： 京都保健衛生専門学校 第1実習室
主 題1： 輸血検査 初級実技講習会
講 師1： 井上　和子  技師（京都桂病院）
参加数： 総数：39名（京臨技会員：33名）
報告者： 井上　和子（京都桂病院）

事発番号： 学15-008号
事業名： 腹部超音波検査研修会
日  時： 平成27年6月19日（金）　18：30～20：30
場  所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主 題 よくわかる上腹部エコーのコツ
主 題1： 肝・脾領域
講 師1： 増田　信弥　技師（京都民医連中央病院）
主 題2： 胆・胆道領域
講 師2： 有馬　隆幸　技師（大阪府済生会野江病院）
主 題3： 膵臓領域
講 師3： 大町　千恵美　技師（医仁会武田総合病院）



第1号議案 第1号議案

参加数： 総数：57名（京臨技会員：54名）
報告者： 尾花　康子（一般財団法人京都工場保健会）

学発番号： 学15-009号
研修会名： 血液講演会
日  時： 平成27年7月4日（土）　14:00～17:00
場  所： キャンパスプラザ京都
主 題1： Case study　18
講 師1： 小川　和哉　技師（ファルコバイオシステムズ総合研究所）
主 題2： 血友病の基礎と応用
講 師2： 松本　智子　先生（奈良県立医科大学 血友病治療・病態解析学講座）
参加数： 総数：33名（京臨技会員：28名）
報告者： 田辺　祐也（ファルコバイオシステムズ総合研究所）　

学発番号： 第15-10号
研修会名： 京臨技微生物検査実技講習会
日  時： 平成27年6月27日（土）　13:30～16:30
場  所： 京都保健衛生専門学校　実習室
主 題1： グラム染色の原理
講 師1： 森　雅浩　技師（宇治徳洲会病院）
主 題2： 顕微鏡の使用方法
講 師2： 古川　弘　技師（京都府立医科大学附属病院）
主 題3： グラム染色の標本作成と鏡検
参加数： 総数：24名（京臨技会員：21名）
報告者： 谷野　洋子（京都府立医大病院）

学発番号： 第15-011号
研修会名： 臨床化学免疫血清分野　研修会
日  時： 平成27年5月26日（火）　18:30〜20:00
場  所： 京都保健衛生専門学校 視聴覚室

主 題1：

講 師1： 早川 禎宏 氏（株式会社島津製作所）
参加数： 総数：11名（京臨技会員：9名）
報告者： 後藤　直樹（京都保健衛生専門学校）

事発番号： 学15-012号
事業名： チーム医療研究班：第18回京都CDEの会講習会
日  時： 平成27年6月27日（土）　14：00～17：40
場  所： 京都市国際交流会館　特別会議室
主 題 大血管疾患と糖尿病
特別講演： なぜ、糖尿病患者では心臓病や脳卒中が多いのか

～CDE、循環器・糖尿病医との連携を考える～
講 師： 桝田　出　先生（武田病院健診センター所長　京都大学医学部臨床教授）
症例検討： 「大血管疾患をもつ糖尿病患者　あなたならどうアプローチする？」

～ワールドカフェで楽しく学んで糖尿病ケアに活かそう～
オブザーバー：桝田　出　先生（武田病院健診センター所長　京都大学医学部臨床教授）
参加数： 総数：66名（京臨技会員：7名）
報告者： 青山　絹子（第二岡本総合病院）

事発番号： 学15-013号
事業名： 情報システム研究班 研修会
日  時： 平成27年6月20日（土）　14：30～16：45
場  所： TKP四条烏丸会議室
主 題1： アボットジャパンの支援対策強化への取り組み
講 師1： 小島 正裕 氏（アボットジャパン株式会社）
主 題2： 1-2025年問題と病床機能報告 　2-臨床検査室における収支分析の必要性
講 師2： 高岡　登志彦 氏（アボットジャパン株式会社）
参加数： 総数：20名（京臨技会員：16名）
報告者： 増田　健太（京都大学医学部附属病院）

学発番号： 学15-014号
研修会名： 臨床化学研修会
日  時： 平成27年6月30日（火）　19:00～20:30

クロマトグラフィーの基 礎および最新技術
「液体クロマトグラフ及び質 量分析計の基礎と応用」
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場  所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主 題1： 我が国の肝炎対策の現状と検査の結果解釈
講 師1： 塩見　選也　氏（オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社）
主 題2： 高感度HBｓ抗原定量試薬とHBｃ抗体試薬の有用性
講 師2： 新妻　幸子　氏（富士ビレオ株式会社）
参加数： 総数：41名（京臨技会員：30名）
報告者： 中村　美保（ファルコバイオシステムズ総合研究所）

事発番号： 学15-015号
事業名： 一般検査研修会（血球・円柱）
日  時： 平成27年8月1日（土）　14：00～17：00
場  所： 京都大学医学部付属病院　中央診療施設2Ｆ　検査部会議室
主 題1： 尿沈渣の基礎（血球）
講 師1： 中島　麻里　技師（京都大学医学部付属病院）
主 題2： 尿沈渣の基礎（円柱）
講 師2： 藤内　千歳　技師（京都第二赤十字病院）
参加数： 総数：26名（京臨技会員：23名）
報告者： 城戸　孝夫（国立病院機構宇多野病院）

学発番号： 学15-016号
研修会名： 北部学術研究班・一般検査研修会
日  時： 平成27年7月1日（水）　19:00～20:30
場  所： 舞鶴赤十字病院東館講堂
主 題1： 尿沈渣画像分析装置の有用性について
講 師1： 小林　弘明　氏（富士レビオ株式会社）
参加数： 総数：16名（京臨技会員：16名）
報告者： 園田　真之（丹後中央病院）

学発番号： 学15-017号
研修会名： 臨床化学分野研修会
日  時： 平成27年8月30日（火）　08:30～17:10
場  所： アークレイ京都研究所
主 題1： 「SMBGとPOCTによる血糖測定と役割分担」
講 師1：
主 題2：  「BMシリーズのリアルタイム異常反応検出技術と実例紹介」
講 師2： 小島　和茂　氏（日本電子株式会社 医用機器事業部 医用機器本部）
主 題3：  「抗体作成の基礎」
講 師3：
主 題4： 「ラテックス試薬作成の基礎～メディエースTPLA測定試薬～」
講 師4：
主 題5： ランチョンセミナー　「分析組立力にて難題を紐解く（初級～上級編）」
講 師5： 藤本　一満　技師（ファルコバイオシステムズ総合研究所）
主 題6： 「質量分析計の基礎と臨床研究への応用」
講 師6：
主 題7： 「我が国の肝炎対策の現状と検査の結果解釈」
講 師7：
主 題8： 「なぜ、血液ガスは読めないのか？～原因を読み解いてみよう～」
講 師8： 嶋田　昌司　技師（公益財団法人 天理よろづ相談所病院）
主 題9： 　「R-CPC、検査値から病態を紐解く」
講 師9：
参加数： 総数：173名（京臨技会員：44名）
報告者： 後藤　直樹（京都保健衛生専門学校）

学発番号： 学15-018号
研修会名： チーム医療実践セミナー京都2015
日  時： 平成27年8月2日（日）　10：30～16：15
場  所： 京都大学医学部附属病院　第一臨床講堂、会議室A、会議室B
主 題1： コミュニケーションスキルとチーム医療を学ぼう
講 師1： 山田　逸枝　氏（アボットジャパン株式会社）
主 題2： 栄養サポート：消化吸収機能を知る～検査から結果説明まで～
講 師2： 畑中　徳子　技師（天理よろづ相談所病院）
主 題3： 糖尿病療養指導：検査を活かした療養指導１
講 師3： 佐藤　直美　技師（住友病院）
主 題4： 糖尿病療養指導：検査を活かした療養指導２

柏原　昌次　氏（ＤＳファーマバイオメディカル株式会社　診断薬事業本部　研究部）

延原　崇之　氏（アークレイマーケティングﾞ株式会社）

松本　美枝　氏（積水メディカル株式会社）

稲葉　亨　医師（京都府立医科大学 感染制御・検査医学講師

藤原　稔也　氏（オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社）

早川　禎宏　氏（株式会社島津製作所）
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講 師4： 小宮山　恭弘　技師（大阪鉄道病院）
主 題5： CREの概要とその問題点
講 師5： 中西　雅樹　先生（京都府立医科大学　感染制御・検査医学教室）
主 題6： 薬剤耐性菌検出患者の感染対策　標準予防策に追加して行う接触予防策
講 師6： 吉澤　尚美　看護師（京都府立医科大学附属病院　感染対策部看護師長）
参加数： 総数：70名（京臨技会員：35名）
報告者： 藤﨑　智（京都民医連中央病院）

事発番号： 学15-019号
事業名： 南部合同生理検査研修会
日  時： 平成27年8月8日（土）　14：00～16：30
場  所： 京都山城医療センター
主 題１： 心電図判読の基礎　～不整脈を好きになる～
講 師1： 北野　智美　技師（京都第二赤十字病院）
主 題２： 症例提示「心電図波形から読み取る超音波像」
講 師２： 宮崎　のり子　技師（医仁会　武田総合病院）
主 題３： 症例提示「心電図波形から読み取る超音波像」
講 師３： 武田　侑子　技師（奈良県立医科大学附属病院）
主 題４： 症例提示「心電図波形から読み取る超音波像」
講 師４： 馬場　昭好　技師（田辺中央病院）
参加数： 総数：26名（京臨技会員：19名）
報告者： 進藤　珠代（京都府立医科大学附属病院）

学発番号： 学15‐020号
研修会名： 臨床化学研修会
日  時： 平成27年9月29日（火）　18:30～20:00
場  所： ハートピア京都
主 題1： 「血液ガスの基礎」
講 師1： 三沢　泰一　氏（ラジオメーター株式会社）
主 題2： 「血液ガスデータの見方」
講 師2： 三沢　泰一　氏（ラジオメーター株式会社）
参加数： 総数：25名（京臨技会員：23名）
報告者： 後藤　直樹（京都保健衛生専門学校）

学発番号： 学15-021号
研修会名： 細胞分野研修会（細胞診スライド模擬試験）
日  時： 平成27年9月27日（日）　14:00～17:00
場  所： 京都府立医科大学　基礎医学学舎１階　第1講義室
主 題1： 細胞診スライド模擬試験　前半（細胞検査士認定試験対策）
講 師1： 山口　直則　技師（綾部市立病院）
主 題2： 細胞診スライド模擬試験　後半（細胞検査士認定試験対策）
講 師2： 江口　光徳　技師（宇治徳洲会病院）
参加数： 総数：21名（京臨技会員：15名）
報告者： 山口　直則（綾部市立病院）　

事発番号： 学15-022号
事業名： 一般検査研修会（上皮細胞類・異型細胞）
日  時： 平成27年9月26日（土）　14：00～17：00
場  所： 京都府立医大附属図書館2階AVル－ム
主 題1： 尿沈渣の基礎（上皮細胞類）
講 師1： 藤内　千歳　技師（京都第二赤十字病院）
主 題2： 尿沈渣の基礎（異型細胞）
講 師2： 小山　賢　技師（京都桂病院）
参加数： 総数：29名（京臨技会員：26名）
報告者： 城戸　孝夫（国立病院機構宇多野病院）

学発番号： 第15-023号
研修会名： 近畿支部微生物部門合同研修会
日  時： 平成27年8月29日（土）　10:00～17:00
場  所： 住友病院　１４階講堂
主 題1： 「肺炎球菌の薬剤感受性とワクチン接種による血清型の変遷」
講 師1： 戸田　宏文　技師（近畿大学医学部附属病院）
主 題2： 「当院で検出された口腔内連鎖球菌の解析」
講 師2： 李　相太　技師（奈良県立医科大学附属病院）
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主 題3： 「C. difficile選択培地の比較検討」
講 師3： 木下　愛　技師（滋賀医科大学附属病院）
主 題4： 「疥癬のアウトブレイクを経験して」
講 師4： 西野　由貴　技師（和歌山県立医科大学附属病院）
ランチョンセミナー「グラム染色から読み解く感染症の病態～続報・新情報を交えて～」

永田　邦昭　先生（公立玉名中央病院　診療技術部　副部長）
主 題5： 「Carba NPテスト導入について」
講 師5： 金橋　徹　技師（京都大学医学部附属病院）
主 題6： 「CREの検出と制御の実際　海外からの持ち込み事例を経験して」
講 師6： 原　祐樹　技師（名古屋第二赤十字病院）
主 題7： 「福井県のサーベランスにおける血液培養の実態と、血液培養の検討について」
講 師7： 米倉　久剛　技師（福井赤十字病院）
主 題8： 「Nocardia 属の同定と薬剤感受性について」
講 師8： 大沼　健一郎　技師（神戸大学医学部附属病院）
参加数： 総数：220名（京臨技会員：18名）
報告者： 谷野　洋子（京都府立医科大学附属病院）

事発番号： 学15-024号
事業名： 生理検査分野　心血管・腹部・表在超音波実技講習会
日  時： 平成27年9月5日（土）　14：00～17：15
場  所： 株式会社三笑堂　上田ホール
主 題1： 各領域別超音波検査実技講習
講 師1： 生理研究班班員（11名）
参加数： 総数：55名（京臨技会員：44名）
報告者： 今川　昇（京都工場保健会）

学発番号： 学15-025号
研修会名： 北部学術研究班・微生物検査研修会
日  時： 平成27年9月15日（火）　19:00～20:30
場  所： 舞鶴西駅交流センター第2会議室
主 題1： IGRA検査での結核診断補助
講 師1： 山崎　文子　氏（日本ビーシージー製造株式会社）
参加数： 総数：16名（京臨技会員：14名）
報告者： 小西　由久（舞鶴共済病院）

学発番号： 学15-026号
研修会名： 北部学術研究班・生化学検査研修会
日  時： 平成27年9月5日（土）　14:00～16:00
場  所： 交流プラザふくちやま3Ｆ会議室
主 題1： 「こんなデータ、どう考えますか？」～ウソ？、ホント？～
講 師1： 藤本　一満　技師（ファルコバイオシステムズ総合研究所）
参加数： 総数：14名（京臨技会員：12名）
報告者： 荒賀　智永（綾部市立病院）

学発番号： 学15-027号
研修会名： 臨床化学研修会
日  時： 平成27年7月28日（火）　18:30～20:00
場  所： ハートピア京都
主 題1： 「感染症スクリーニング試薬の基本要件ついて」
講 師1： 篠塚　力　氏（ロシュ・ダイグノスティックス株式会社）
主 題2： 「肝炎のマネジメントにおける最新事情」　
講 師2： 近藤　雅紀　氏（ロシュ・ダイグノスティックス株式会社）
参加数： 総数：22名（京臨技会員：16名）
報告者： 岡崎　一幸（京都大学医学部附属病院）

学発番号： 学15-028号
研修会名： 血液講演会
日  時： 平成27年10月30日（金）　19:00～21:00
場  所： キャンパスプラザ京都
主 題1： 慢性骨髄性白血病の診断と治療 -現状と今後の展望- 　
講 師1： 小林　勉　先生（京都府立医科大学　血液・腫瘍内科学）
参加数： 総数：50名（京臨技会員：30名）
報告者： 田辺　祐也（ファルコバイオシステムズ総合研究所）　
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学発番号： 学15-029号
研修会名： 血液講演会
日  時： 平成28年1月16日（土）　14:00～17:00
場  所： キャンパスプラザ京都
主 題1： 血液精度管理報告
講 師1： 鬮橋　進吾　技師（京都第一赤十字病院）
主 題2： 血液細胞形態学　－末梢血および骨髄塗抹標本の観察について－
講 師2： 新保　敬　技師（獨協医科大学病院）
参加数： 総数：72名（京臨技会員：38名）
報告者： 田辺　祐也（ファルコバイオシステムズ総合研究所）　

事発番号： 学15-030号
事業名： 乳腺エコー研修会
日  時： 平成27年10月31日（土）　15：00～17：00
場  所： 京都第二赤十字病院　C棟　1階多目的室
主 題1： 乳腺エコー症例判読会-1
講 師1： 北野　智美　技師（京都第二赤十字病院）
主 題2： 乳腺エコー症例判読会-2
講 師2： 尾花　康子　技師（京都工場保健会）
参加数： 総数：33名（京臨技会員：29名）
報告者： 田中　ゆか（京都民医連中央病院）

学発番号： 学15-031号
研修会名： 病理分野講演会
日  時： 平成27年12月6日（日）　13:30～17:00
場  所： 京都府立医科大学　基礎医学学舎１階　第1講義室
主 題1： 病理解剖介助業務、当院のとりくみ
講 師1： 林　孝俊　技師（京都民医連中央病院）
主 題2： 病理解剖介助業務について
講 師2： 豊山　浩祥　技師 （京都桂病院）　
主 題3： 病理解剖の進め方
講 師3： 濱田 新七 先生（大津市民病院　病理診断科　部長） 
参加数： 総数：77名（京臨技会員：29名）
報告者： 山口　直則（綾部市立病院）

学発番号： 学15-032号
研修会名： 臨床化学研修会
日  時： 平成27年10月27日（火）　18:30～20:00
場  所： ハートピア京都
主 題1： 「甲状腺の基礎と関連検査」
講 師1：
主 題2： 「甲状腺疾患を読み解く～最新の話題からTopicsまで」　
講 師2： 吉岡　幸 氏（ロシュ・ダイグノスティックス株式会社） 
参加数： 総数：21名（京臨技会員：13名）
報告者： 岡崎　一幸（京都大学医学部附属病院）

学発番号： 学15-033号
研修会名： 北部学術研究班・免疫検査研修会
日  時： 平成27年10月23日（金）　19:00～20:30
場  所： 交流プラザふくちやま3Ｆ視聴覚室
主 題1： 「結核の現状と、潜在性結核スクリーニングについて」
講 師1： 諸江 雄大 氏（オックスフォード・イムノテック株式会社）
参加数： 総数：15名（京臨技会員：15名）
報告者： 余田　武志（市立福知山市民病院BML検査室）

事発番号： 学15‐034号
事業名： 平成27年度京都府糖尿病対策推進講習会（京都市内開催）
日  時： 平成27年10月3日（土）　13:30～16:45
場  所： 京都烏丸コンベンションホール
主 題1： 合併症
講 師1： 鍵本　伸二　先生（かぎもとクリニック）
主 題2： 食事
講 師2： 松田　小百合　氏（京都第二赤十字病院　管理栄養士）
主 題3： 運動療法

坪井　彩　氏（ロシュ・ダイグノスティックス株式会社）
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講 師3： 今井　優　氏（厚生会クリニック　健康運動指導士）
主 題4： 服薬指導
講 師4： 丸山　志穂子　氏（京都大学医学部附属病院　薬剤師）
主 題5： セルフケア
講 師5： 立山　一美　氏（西陣病院　糖尿病看護　認定看護師）
参加者 総数：100人（京臨技：1名　日臨技：2名）
報告者： 荻野　和大（三菱京都病院）

事発番号： 学15-035号
事業名： 脳波検査講演会
日  時： 平成27年11月26日（金）　18：30～20：30
場  所： 京都府立総合福祉会館　ハートピア京都　
主 題１： 正確な評価のために記録者ができること
講 師１： 木下　真幸子　先生（独立行政法人　国立病院機構　宇多野病院　神経内科）
参加数： 総数：49名（京臨技会員：43名 ）
報告者： 山田　梨沙（京都民医連中央病院）

学発番号： 学15-036号
研修会名： 南部学術研究班・免疫血清分野研修会
日  時： 平成27年10月31日（水）　14：30～15：30
場  所： 京都山城総合医療センター　9階会議室
主 題１： 腫瘍マーカーの基礎
講 師1： 安摩　賢志朗　氏（アボットジャパン株式会社）
参加数： 総数：15名（京臨技会員：11名）
報告者： 青山　絹子（第二岡本総合病院）

学発番号： 学15-037号
事業名： 平成27年度京都府糖尿病対策推進講習会（北部）
日  時： 平成27年12月5日（土）　14:00～17：00
場  所： ハピネスふくちやま
主 題1： 合併症
講 師1： 和田　成雄　先生（和田内科医院　院長）
主 題2： 食事
講 師2： 網谷　典子　氏（舞鶴赤十字病院　栄養科）
主 題3： 運動療法
講 師3： 今井　優　氏（厚生会クリニック　健康運動指導士）
主 題4： 服薬指導
講 師4： 河上　栄治　氏（かわかみ製剤薬局）
主 題5： セルフケア
講 師5： 木下　淳　氏（綾部市立病院　糖尿病看護認定看護師）
参加数： 総数：30名（京臨技会員：3名）
報告者： 滝本　寿史（綾部市立病院）

学発番号： 学15-038号
研修会名： 輸血検査講演会
日  時： 平成27年11月21日（金）　14：00～17：15
場  所： アークレイ 京都研究所
主 題1： 自己対照陽性時の対応　―解離法について―
講 師1：
主 題2： 自己対照陽性症例提示-1
講 師2： 住田　由香里　技師（京都府立医科大学附属病院）
主 題3 ： 自己対照陽性症例提示-2
講 師3： 青山　絹子　技師（第二岡本総合病院）
主 題4： 科学的根拠に基づいた輸血ガイドライン
講 師4： 松本　雅則　教授（奈良県立医科大学）
参加数： 総数：113名（京臨技会員：50名）
報告者： 井上　和子（京都桂病院）

学発番号： 学15-039号
研修会名： 北部学術研究班・血液検査研修会
日  時： 平成27年11月12日（木）　19:00～20:30
場  所： 舞鶴西駅交流センター
主 題1： 自動血液分析装置の測定原理とピットフォール
講 師1： 折田　茂　氏（シスメックス株式会社）

押田　真知子　技師（大阪医療技術学園専門学校臨床検査技師科
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参加数： 総数：13名（京臨技会員：13名）
報告者： 高見　昌幸（舞鶴赤十字病院）

学発番号： 学15-040号
研修会名： 臨床化学研修会
日  時： 平成27年11月24日（火）　18:30～20:00
場  所： ハートピア京都
主 題1： 「キャピラリー電気泳動装置を用いた蛋白分画について」
講 師1： 老沼　弘俊 氏（フィンガルリンク株式会社）
主 題2： 「キャピラリー電気泳動装置Capillarys 2 Flex Piercingについて」
講 師2： 老沼　弘俊 氏（フィンガルリンク株式会社）
参加数： 総数：１１名（京臨技会員：7名）
報告者： 後藤　直樹（京都保健衛生専門学校）

事発番号： 学15-041号
事業名： 末梢血管超音波検査研修会
日  時： 平成27年12月4日（金）　18：30～20：00
場  所： 京都第二赤十字病院　多目的室
主 題１： 下肢動脈エコーの基礎　経験した症例を交えて
講 師１： 河野　裕樹　技師（市立敦賀病院）
参加数： 総数：20名（京臨技会員：17名）
報告者： 富森　優子（京都民医連第二中央病院）

学発番号： 学15-042号
研修会名： 北部学術研究班・病理検査研修会
日  時： 平成27年12月11日（木）　19:00～20:30
場  所： 市民交流プラザふくちやま3階視聴覚室
主 題1： 知ってほしい遺伝子の基礎　遺伝子の臨床応用～治療選択と薬効予測～
講 師1： 今田　有紀　氏（アークレイマーケティング株式会社）
参加数： 総数：6名（京臨技会員：6名）
報告者： 谷水　真吾（市立福知山市民病院）

事発番号： 学15-043号
事業名： 心電図検査研修会
日  時： 平成28年1月14日（木）18：30～20：30
場  所： 京都第二赤十字病院　会議室
主 題1： 心電図症例提示-1
講 師1： 米澤　英伸　技師（京都民医連中央病院）
主 題2： 心電図症例提示-2
講 師2： 北野　智美　技師（京都第二赤十字病院）
主 題3： 心電図症例提示-3
講 師3： 山田　宜幸　技師（三菱京都病院）
参加数： 総数：40名（京臨技会員：37名）
報告者： 坂上　比奈子（京都民医連中央病院）

学発番号： 第15-044号
研修会名： 京都滋賀技師会合同微生物検査実技講演会
日  時： 平成27年12月18日（金）　19：00～20：30
場  所： メルパルク京都　4階　研修室3
主 題1： ISO15189の概要
講 師1： 須崎　有起子　氏（シスメックス株式会社）
参加数： 総数：22名（京臨技会員19名）
報告者： 谷野　洋子（京都府立医科大学附属病院）

学発番号： 学15-045号
研修会名： 血液実技講習会
日  時： 平成28年3月6日（日）　09:00～17:00
場  所： 京都大学医学部　人間健康科学科　顕微鏡実習室
主 題1： 血液形態顕微鏡実習：楽しく形態検査を学ぼう
講 師1： 志賀　修一　技師（京都大学医学部附属病院）
主 題2： 標本から何をよみとるのか
講 師2： 小森　法子　技師（刀根山病院）
主 題3： 骨髄検査の流れ
講 師3： 林　美智子　技師（京都民医連中央病院）
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主 題4： 骨髄病理の見方
講 師4： 加藤　香代子　技師（京都桂病院）
参加数： 総数：37名（京臨技会員：31名）
報告者： 田辺　祐也（ファルコバイオシステムズ総合研究所）　

事発番号： 学15-046号
事業名： 一般検査研修会　一般検査の基礎
日  時： 平成28年2月13日（土）　14：00～17：00
場  所： シスメックス京都営業所（読売京都ビル5階）
主 題1： 新しい全自動尿中有形成分分析装置UF-5000の紹介
講 師1： 水野　雅仁　氏（シスメックス株式会社）
主 題2： これで大丈夫髄液検査
講 師2： 吉永　治代　技師（近畿大学堺病院　SRL検査室）
主 題3： これで大丈夫穿刺液検査
講 師3： 佐伯　仁志　技師（国立病院機構　東近江総合医療センター）
参加数： 総数：26名（京臨技会員：21名）
報告者： 城戸　孝夫（国立病院機構宇多野病院）

事発番号： 学15-047号
研修会名： 病理細胞検査講演会
日  時： 平成28年2月13日（土）　14:00～17:00
場  所： 京都府立医科大学　基礎医学学舎１階　第1講義室
主 題1： 病理検査精度管理報告及び解説
講 師1： 二宮　慶太 技師（京都桂病院）
主 題2： 細胞診検査精度管理報告及び解説
講 師2： 真下　照子　技師（京都第二赤十字病院）
主 題3： 口腔領域の細胞診ー扁平上皮系の異型細胞の捉え方ー
講 師3： 南雲　サチ子　技師（大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻） 
参加数： 総数：27名（京臨技会員：25名）
報告者： 山口　直則（綾部市立病院）

学発番号： 学15-048号
事業名： 平成27年度京都府糖尿病対策推進講習会（南部）
日  時： 平成28年2月20日（土）　14:00～17：15
場  所： 京田辺市商工会館（CAKビル）
主 題1： 合併症
講 師1： 井原　裕　先生（いはら内科クリニック　院長）
主 題2： 食事
講 師2： 宮脇　美津子　氏（土井内科　管理栄養士）
主 題3： 運動療法
講 師3： 今井　優　氏（厚生会クリニック　健康運動指導士）
主 題4： 服薬指導
講 師4： 河上　栄治　氏（かわかみ製剤薬局）
主 題5： セルフケア
講 師5： 立山　一美　氏（西陣病院　糖尿病看護認定看護師）
参加数： 総数：１02名（京臨技会員：１名）
報告者： 荻野　和大（三菱京都病院）

学発番号： 学15-049号
研修会名： 臨床化学実技研修会
日  時： 平成28年2月20日（土）　09:00～17:00
場  所： 京都大学大学院医学研究科
主 題1： 界面活性化剤の作用と働き
講 師1： 宮内　一人　氏（協和メディックス株式会社）
主 題2： 基質濃度測定における基礎理論と計算法
講 師2： 藤本　一満　技師（倉敷芸術科学大学）
主 題3：
講 師3：
講 師3：
講 師3：
講 師3：
参加数： 総数：44名（京臨技会員：9名）
報告者： 後藤　直樹（京都保健衛生専門学校）

和田　哲　技師（和歌山県立医科大学附属病院）

中村　美保　技師（株式会社ファルコバイオシステムズ）
松原　卓也　技師（株式会社ファルコバイオシステムズ）

藤本　一満　技師（倉敷芸術科学大学）
TG測定（吸収曲線、直線性、共存物質の影響）
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学発番号： 学15-050号
研修会名： 南部学術研究班・免疫血清分野研修会
日  時： 平成28年2月5日（木）　19：00～20：45
場  所： 宇治徳洲会病院 10階講義室
主 題1： B型肝炎の治療と検査
講 師1： 新妻　幸子　氏（富士レビオ株式会社）
主 題2： C型肝炎の治療と検査
講 師2： 木次　克彦　氏（オーソ・クリニカル・ダイアグノスティクス株式会社）　
参加数： 総数：１7名（京臨技会員：16名、賛助会員：1名）
報告者： 青山　絹子（第二岡本総合病院）

学発番号： 学15-051号
研修会名： チーム医療研究班・第１9回京都CDEの会講習会
日  時： 平成28年2月13日（土）　13：30～16：50
場  所： メルパルク京都　6階
特別講演： 適正なインスリン自己注射を確立するために必要な指導ポイント～高齢者を中心に～
講　師 朝倉　俊成　先生（新潟薬科大学薬学部　臨床薬学研究室　教授）　
症例検討： ワールドカフェ方式

「HbA1cが徐々に悪化した高齢者。インスリン打ててる？お薬飲めてる？」
参加数： 総数57名（京臨技会員：3名（臨床検査技師4名））
報告者： 青山　絹子（第二岡本総合病院）

事発番号： 学15-052号
事業名： 脳波、神経伝導、肺機能、血圧脈波検査実技講習
日  時： 平成28年2月13日（土）　14:00～16:30
場  所： 京都第二赤十字病院　生理検査室
主 題1： 脳波、神経伝導、肺機能、血圧脈波検査実技講習
講 師1： 中倉　真之　技師（京都第一赤十字病院）
講 師1： 塩川　美幸　技師（医仁会武田総合病院）
講 師1： 長谷川　訓大　技師（京都桂病院）
講 師1： 増田　信弥　技師（京都民医連中央病院）
参加数： 総数：32名（京臨技会員：30名）
報告者： 横山　健輔 （京都桂病院）

事発番号： 学15-053号
事業名： 乳腺エコーライブ＆症例検討会
日  時： 平成28年2月6日（木）　14:30～17:00
場  所： 綾部市立病院　東館2階講堂
主 題1： 乳腺エコーライブデモンストレーション
講 師1： 尾花　康子　技師（京都工場保健会）
講 師1： 北野　智美　技師（乳腺エコーライブデモンストレーション）
主 題2： 乳腺症例検討-1
講 師2： 小林　千紗　技師（京都工場保健会）
主 題3： 乳腺症例検討-2
講 師3： 西村　理恵子　技師（京都民医連中央病院）
主 題4： 乳腺症例検討-3
講 師4： 仲間　美乃　技師（京都桂病院）
参加数： 総数：16名（京臨技会員：16名）
報告者： 増田　信弥（京都民医連中央病院）

学発番号： 第15-054号
研修会名： 京臨技微生物検査実技講習会
日  時： 平成28年1月16日（土）　13：00～17：00
場  所： 京都大学医学部附属病院
主 題1： 薬剤耐性菌の基礎と検出法
講 師1： 金子　孝昌　氏（関東化学株式会社）
主 題2： CarbaNP実習と耐性菌鑑別ディスクを用いた判定方法
講 師2： 樋口　武史　技師（京都大学医学部附属病院）
主 題3： 報告したい耐性菌
講 師3： 山田　幸司　技師（京都府立医科大学附属病院）
主 題4： 耐性菌報告の実際
講 師4： 河合　示枝古　技師（（株）いかがく）
参加数： 総数：20名（京臨技会員：17名）
報告者： 谷野　洋子（京都府立医科大学附属病院）
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学発番号： 学15-055号
研修会名： 臨床化学研修会
日  時： 平成28年1月26日（火）　18:30～20:00
場  所： ハートピア京都
主 題1： 「婦人科領域における検体検査 」　　
講 師1：  丸尾　直子　氏（東ソー株式会社）
参加数： 総数：１9名（京臨技会員：15名）
報告者： 後藤　直樹（京都保健衛生専門学校）

学発番号： 学15-056号
研修会名： 北部学術研究班・生理検査研修会
日  時： 平成28年2月16日（火）　19:00～20:30
場  所： 綾部市立病院東館2階講堂
主 題1： 呼吸機能検査の測定原理から実際の測定まで
講 師1： 仁田原　武　氏（フクダ電子株式会社）
参加数： 総数：14名（京臨技会員：14名）
報告者： 滝本　寿史（綾部市立病院）

学発番号： 第15-057号
研修会名： 京臨技微生物検査実技講習会
日  時： 平成28年2月13日（土）　14：00～18：00
場  所： 京都府立医科大学　第2実習室
主 題1： わが国で問題となる主な寄生虫症の感染対策
講 師1： 山田　稔　先生（京都府立医科大学　感染病態学教室）
主 題2： 寄生虫学実習
講 師2： 大道寺　智　先生（京都府立医科大学　感染病態学教室）
参加数： 総数：30名（京臨技会員：20名）
報告者： 谷野　洋子（京都府立医科大学附属病院）

学発番号： 第15-058号
研修会名： 京臨技微生物検査研修会
日  時： 平成28年2月25日（木）　19：00～20：30
場  所： ハートピア京都　第三会議室
主 題1： 検査室を取巻く状況
講 師1： 林　彰彦　技師（京都市立病院）
参加数： 総数：21名（京臨技会員：21名）
報告者： 谷野　洋子（京都府立医科大学附属病院）

学発番号： 学15-059号
研修会名： 輸血検査研修会
日  時： 平成28年2月26日（金）　18:30～20:00
場  所： ハートピア京都　視聴覚教室
主 題1： 第31回京臨技精度管理調査輸血検査報告会　
講 師1： 多胡　聖子　技師（一般社団法人　京都微生物研究所）　
主 題2： 輸血検査の精度管理の概要
講 師2： 東良　憲　技師（株式会社　いかがく）
主 題3： 輸血検査の精度管理の実際
講 師3： 井上　和子　技師（京都桂病院）
参加数： 総数：15名（京臨技会員：15名）
報告者： 多胡　聖子　技師（一般社団法人　京都微生物研究所）　

学発番号： 学15-060号
研修会名： 北部学術研究班・感染症研修会
日  時： 平成28年2月27日（土）　14:00～16：00
場  所： 綾部市立病院東館2階講堂
主 題1： 閉ざされた扉　Who left the door closeｄ
講 師1： 松尾　裕央　先生（尼崎総合医療センター感染症内科医長）
参加数： 総数：11名（京臨技会員：11 名）
報告者： 荒賀　智永（綾部市立病院）

4.広報事業（継続事業　4）
ホームページやメールマガジン、行事予定表を利用して学術活動、事業活動の広報に努めました。会
誌を発行しました。
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4-1会誌
会誌2015.Vol.42『平成27年度総会号』
<Contents>

会長挨拶
平成27年度定時社員総会議事録
平成26年度事業報告
平成26年度決算報告
監査報告
平成27年度事業計画
平成27年度予算案
平成2７年度名簿（役員・研究班・賛助会員）
平成26年度京都臨技会報（バックナンバー）

4-2行事カレンダー

4-3ホームページ

4-4メールマガジン

5．市民・資格者向け啓発事業（継続事業　5）
5-1定時総会

事業名： 平成27年度定時総会
日　時： 平成27年5月30日（土）　14：00～15：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室
参加数：
会員総数： 1,023名

5-2府・市民公開講座

事業名： 平成27年度市民公開講演会
日  時： 平成27年5月30日（土）　15：30～17：00
場  所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室
主 題1： 京都府の地域医療の現状と臨床検査技師の役割
講 師1： 安田　守　先生（向日市長（前京都府府議会議員））
参加数： 総数：38名（京臨技会員：34名、非会員：4名）

5-3新入・転入会員研修会

事業名： 第17回新入転入研修会
日  時： 平成27年9月25日(金)　18:30～19:45
場  所： ホテル京阪京都　桜の間
主 題1： 日臨技精度保証施設認証制度説明
講 師1： 末吉　茂雄　技師(日臨技・精度保証施設認証WG　千葉県がんセンター　臨床検査部)

出席会員数：743名（議決権行使者及び委任状提出者数714名）

藤崎理事の司会進行により、第17回新入・転入会員研修会をホテル京阪で開催しました。第一部は日
臨技・精度保証施設認証ＷＧの末吉　茂雄氏(千葉県がんセンター　臨床検査部)から日臨技が取り組
んでいる日臨技精度保証施設認証制度について話がありました。第二部では京臨技小澤副会長から
京臨技の組織・運営および日臨技について説明がありました。また、京臨技荻野副会長及び各研究班
班長から研究班活動についての紹介がありました。多くの有益な事業が開催されていることが新入会員
に伝わり、京臨技及び日臨技の必要性を認識していただくことができた会となりました。

市民公開講演会として実施しましたが、ほとんどの参加者が臨床検査技師で講演内容も京臨技会員を
意識した内容でした。しかし前半は現在の医療供給体制、医療計画制度の話しであり、一般参加者に
も共有できるものであったと思います。講演の後半は臨床検査技師の名前や仕事を市民にもっと広くア
ピールしていくことが重要で、臨床検査技師の地位向上のためにどのような行動が必要になるのかを考
えさせる内容でした。

平成27年度一般社団法人京都府臨床検査技師会定時総会が京都保健衛生専門学校視聴覚教室で
開催されました。議長に四方副会長、議事録署名人に白波瀬会長、小澤優副会長が書記に中村理事
が選出されました。議事として平成26年度事業報告、続いて平成26年度決算報告がされ、質疑応答の
後、可決承認となりました。続いて平成27年度事業計画・予算案が報告されました。全議案が可決承認
となりました。

ほぼ毎週発行し、通算700号を突破いたしました。登録会員は約210名となりました。

ほぼ毎週更新を行い、迅速な広報を実施いたしました。行事予定のページでは、迅速に研修会情報等
を届けることに努めました。求人情報では、多くの施設からの求人情報を掲載しました。また、今年度か
らトップページに『お問合せ』ボタンを設置して、問い合わせフォームから京臨技に関するいろいろなこと
を手軽にお問い合わせいただけるよう改良しました。

毎月発行しました。
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主 題2： 京臨技組織・運営について　日臨技紹介
講 師2： 小澤　優京臨技副会長
主 題3： 研究班活動について
講 師3： 荻野　和大京臨技副会長、各研究班班長
参加数： 総数：52名（京臨技会員：52名、うち新入会員：22名）

5-4京臨技北部学術発表会

事業名： 第26回京臨技北部学術発表会
日  時： 平成27年11月28日（土）　12：30～17：00
場  所： 交流プラザふくちやま（福知山市）
主 題1： 発表演題(病理1題、微生物1題、生化学2題、生理3題)
講 師1： 座長（4名）、演者（7名）
主 題2： 特別企画「扉を開く」
講 師2： 四方　学　技師、滝本　寿史　技師（綾部市立病院）
主 題3：
講 師3： 川島　篤志　先生（市立福知山市民病院研究研修センター長兼総合内科医長）
参加数： 総数：87名（日臨技＋京臨技：54名、京臨技のみ4名、申請中1名、賛助26名、非会員2名）

5-5施設連絡責任者会議

事業名： 第11回施設連絡責任者会議
日  時： 平成28年3月5日（土）　12:10～13：50
場  所： 京都府立医科大学基礎医学学舎
主 題1： 京臨技からのお知らせ
講 師1： 小澤　優京臨技副会長
主 題2： 「管理者のための情報セキュリティ」　
講 師2：
参加数： 総数：33名（京臨技会員：30名）

5-6京都病院学会

事業名： 第50回京都病院学会
日  時： 平成27年6月14日
場  所： 池坊短期大学
主 題1： 特別講演「これからの病院のブランド創り」
講 師1： 首藤　明敏　氏（株式会社博報堂コンサルティング　代表取締役社長）
主 題2： 基調講演「強い組織と優しい人間関係-みんなで元気になる交渉学の方法論」
講 師2： 秋沢　伸哉　氏（立命館大学大学院経営管理研究科　教授）
参加数： 2150人

増田　健太　技師（京都大学医学部附属病院、情報システム研究班長）

市民公開講演「その検査、いつやるの？

実行委員1名、準備委員6名を派遣して運営にかかわりました。臨床検査部門からは31題の演題発表が
あり、座長(京臨技会員)の進行により質疑応答も活発におこなわれ、大変意義ある学会でした。

第11回を迎える昨年度は「京臨技からのお知らせ」として小澤京臨技副会長より数少ない「直接会員向
けに告知・説明できる機会」として解説していただきました。また、昨今重要な問題となっている「情報セ
キュリティ」について、京臨技情報システム研究班長であり、医療情報技師でもある、京都大学医学部附
属病院 検査部の増田　健太先生を講師に迎え、管理者として知っておきたいこと、知っておかなけれ
ばならないことなど、判り易く講演していただきました。最後に京臨技への要望も出していただき盛会に
終わりました。昨年度より若干参加人数が増えました。恒例化・定着化が進んでいる手応えもあり、年間
の重要な会となっています。

北部学術発表会は1988年から始まり、今回で第26回を迎えました。通称北部学会と呼ばれ、北部の一
大行事として定着しています。2014度に引き続き、福知山市の市民交流プラザを会場に開催しました。
特に今回は、全国「検査と健康展」2015京都会場と同時開催することができました。学術発表会は市民
公開講演、特別企画、発表演題の3部で構成しました。発表演題は、病理1題、微生物1題、生化学2
題、生理3題の合計7題の発表がありました。どの演題も、臨床における貴重な症例や、取り組みをまと
めたもので興味深い発表でした。特別企画「扉を開く」では、突然の心停止に対する蘇生のシミュレー
ションを行いました。突然、講演中に人が倒れた場合、どう対応できるか、実際に何の予告もなく患者役
を準備して訓練を実施しました。結果、患者役が倒れたとき、近くにいた参加者が迅速に駆け寄り、意
識の確認ができました。その後、訓練だということを説明し、緊急時の対応について映像を交えながら学
びました。市民公開講演は、市立福知山市民病院研究研修センター長兼総合内科医長の川島篤志先
生を招いて、「その検査、いつやるの？～地域医療を支える、住民と臨床検査技師と医師のコラボレー
ション～」と題して講演していただきました。一般市民の参加も多くありました。前半は、なぜ検査が必要
か？検査で何を調べているか？一般市民の方にも解り易く説明していただき、後半は気を付けなけれ
ばいけない高齢者の病気についてお話をしていただきました。実際に検査している技師として、検査の
重要性、検査説明の大切さを改めて考えた有意義な時間になりました。
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5-7検査説明･相談ができる臨床検査技師育成講習会

事業名： 平成27年度「検査説明･相談ができる臨床検査技師育成講習会」
日  時： 平成28年2月27日（土）　10：00～17：30

平成28年2月28日（日）　09：15～16:30
場  所： アークレイ京都研究所
主 題1： ＜ビデオ放映＞臨床検査技師が検査説明・相談に取り組む意義
講 師1： 宮島　喜文　技師（日本臨床衛生検査技師会　会長） 
主 題2： ＜ビデオ放映＞臨床検査技師の検査説明・相談に期待するもの～病院管理者の立場から～
講 師2： 木村　満　先生（青梅慶友病院　院長）
主 題3： ＜ビデオ放映＞看護師の患者接遇
講 師3： 川本　利恵子　看護師（日本看護協会）
主 題4： R-CPC　＜初級レベル＞
講 師4： 松尾　収二　先生（天理医療大学教授）　
主 題5： 接遇の基本　ロールプレイ
講 師5： 田野　直美　先生（トータルマナー株式会社）
主 題6： ＜ビデオ放映＞実践から学ぶ検査説明研修会実例紹介
講 師6： 實原　正明　先生（飯田市立病院　臨床検査科長）
主 題7： 患者心理＜初級レベル＞
講 師7： 　肥後　直子　看護師（京都府立医科大学附属病院）
主 題8： 検査説明の実際　＜初級レベル＞
講 師8： 佐守 友博　先生（日本臨床検査専門医会　前会長）
主 題9： 検査説明・相談の模擬演習
講 師9： 小森　敏明　技師（京都府立医科大学附属病院　臨床検査部技師長）
参加数： 受講者13名（京臨技会員：13名）　講師：6名（京臨技会員：1名）　実務委員：3名

6．共催・後援・協力事業
6-1共催事業

事業名： 子宮の日　LOVE49　子宮頸がん啓発活動（再掲）
共　催　： 京都臨床細胞学会・京都府細胞検査士会

事業名： 平成27年度京都府糖尿病対策推進講習会（再掲）
共　催　： 京都府医師会

事業名： 医療推進協議会イベント （再掲）
主　催： 京都府医療推進協議会

事業名： 第9回京都府細胞診ワークショップ（再掲）
共　催　： 京都臨床細胞学会　京都府細胞検査士会

事業名： 第50回病院学会（再掲）
主　催： 京都府病院協会

事業名： 検査説明・相談ができる臨床検査技師育成講習会（再掲）
共　催　： 一般社団法人　日本臨床衛生検査技師会

6-2後援事業
事業名： 第32回京都民医連中央病院　細胞診教育セミナー
日　時： 平成27年4月～12月
会　場： 京都民医連中央病院　病理技術課
主　催： 公益社団法人　京都保健会　京都民医連中央病院

事業名： オープンスクール（病院見学）
平成27年5月 9日（土） 場所：相馬病院　7人
平成27年6月 6日（土） 場所：京都府立医科大学附属病院　4人
平成27年7月11日（土） 場所：京都民医連中央病院　9人
平成27年10月3日（土） 場所：京都工場保健会　8人

主　催： 京都保健衛生専門学校

昨年と同様、臨床検査技師が検査説明・相談に取り組む 意義・臨床検査技師の検査説明・相談に期
待するもの（病院管理者の立場から）・看護師の患者接遇・R-CPC・接遇の基本ロールプレイ・実践から
学ぶ検査説明研修会（実例紹介）・患者心理・検査説明の実際・検査説明相談の模擬演習についての
講習内容としました。2年目ということで、講習会はスムーズに行うことができました。また、受講者は13名
と少なく、きめ細かくディスカッションができました。3年間で100名の受講終了者の目標に対し、昨年と合
わせ47名の受講者の育成ができました。
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事業名： 近畿心血管治療ジョイントライブ（KCJL）2015
日　時： 平成27年4月16日（木）～19（日）
会　場： メルパルク京都
主　催： 株式会社ハート・オーガナイゼーション

事業名：  「世界糖尿病デー」糖尿病対策講座及びブルーライトアップ事業
日　時： 平成27年11月14日（土）　18:00～22:00
会　場： 東寺五重塔・二条城・ 京都タワー・京都府庁旧本館・京都市役所庁舎・

京都府立医大旧図書館棟・八坂神社・福知山城・伏見桃山城
主　催： ＩＤＦ－ＷＰＲ、日本糖尿病協会、日本糖尿病学会、

日本糖尿病協会京都府支部、京都府医師会、京都府糖尿病対策推進事業委員会、
京都府、京都市

事業名：
日　時： 平成27年11月15日（日）　13：30～16：30
会　場： メルパルク京都
主　催： 公益社団法人　日本放射線技術学会

事業名： 第18回京都北部CDEの会講習会
日　時： 平成27年11月28日（土）　14:45～18:15
会　場： 舞鶴医療センター内地域医療研修センター
主　催： 京都北部CDEの会、京都府薬剤師会、京都府看護協会、京都府栄養士会、

京都府糖尿病療養指導士認定委員会、ノボノルディスクファーマ株式会社

事業名： Endovascular Asia （EndoAsia） 2015
日　時： 平成27年12月12日（土）　09:00～19:00
会　場： 京都リサーチパーク西地区4号館バズホール/バンケット
主　催： Endovascular Asia 2015 実行委員会

事業名： 第５回病理技術向上講座2
日　時： 平成28年1月30日（土）　13：00～17：00～31日（日）　9：00～12：20
会　場： 医療研修施設『ニプロiMEP（アイメップ）』ニプロホール
主　催： 滋賀県、滋賀県立成人病センター

事業名： 日本医療マネジメント学会第13回京滋支部学術集会
日　時： 平成28年2月13日（土）　09：00～15：30
会　場： 京都テルサ
主　催： 日本医療マネジメント学会

事業名： 臨床検査セミナーin Kyoto
日　時： 平成28年2月20日（土）　13：00～17：30
会　場： ホテル京阪京都 
主　催： 京都和光純薬株式会社 

事業名： iPS細胞が切り開く未来の治療法～筋疾患治療研究所の最前線～
日　時： 平成28年2月25日（木）　18：30～20：30
会　場： メルパルク京都　５階　会議室Ｂ　八坂
主　催： 一般社団法人　京都私立病院協会

事業名： 第15回 京都呼吸ケア研究会
日　時： 平成28年3月12日（土）　14:00～17:30
会　場： 京都リサーチパーク　西地区４号館Ｂ１バズホール
主　催：

6-3賛助
該当なし

6-4協力・出席　等

事業名： 日臨技季刊誌「ピペット」配置協力
京都市立病院・京都民医連中央病院・愛生会山科病院・京都桂病院・
京都第一赤十字病院・京都大学医学部附属病院・綾部市立病院・
洛陽病院・京都第二赤十字病院・京都南病院・相馬病院・
京都保健衛生専門学校（12施設）

京都呼吸ケア研究会、帝人在宅医療株式会社、帝人ファーマ株式会社、

協力

平成27年度市民公開講演・公開シンポジウム
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事業名： 第29回京都府医師会・京都府臨床検査技師会合同学術研修会
日　時： 平成27年12月5日（土）　14：45～17：10
会　場： メルパルク京都3Ｆ（藤）
主　催： 京都府・京都府医師会・京都府臨床検査技師会

事業名： 平成27年度日臨技近畿支部遺伝子部門研修会 
日　時： 平成28年1月23日 （土）　10:00～16:30
会　場： 京都社会福祉会館
主　催： 一般社団法人日本臨床衛生検査技師会

事業名： 京都保健衛生専門学校入学式
日　時： 平成27年4月8日（水） 白波瀬会長
会　場： 京都アスニー

事業名： 霞ヶ関子ども見学デー 小澤副会長
日　時： 平成27年7月29日（水）～30日（木）
会　場： 文部科学省

事業名： 第35回日衛協近畿支部臨床検査大会
日　時： 平成27年11月9日（月） 白波瀬会長
会　場： シェラトン都大阪

事業名： 京都私立病院協会創立51周年記念式典
日　時： 平成27年11月20日（金） 小澤副会長
会　場： 京都ホテルオークラ

事業名： 京都私立病院協会新春懇親会
日　時： 平成28年1月16日（土） 小澤副会長
会　場： 京都ブライトンホテル

事業名： 京都府健康福祉部人権問題職場研修
日　時： 平成28年3月1日（火） 中村和理事
会　場： ホテルルビノ堀川

事業名： 京都保健衛生専門学校卒業式
日　時： 平成28年3月9日（水） 白波瀬会長
会　場： 京都アスニー

6-5．各種表彰
種　別： 平成27年度公衆衛生事業功労者表彰式
対象者： 荻野　和大副会長
事業名： 厚生労働大臣表彰
日　時： 平成28年3月8日（火）
会　場： 大手町サンケイプラザ
主　催： 厚生労働省

7.総務事業
平成27年度末の会員数は1049名（前年比26名増）、会員施設数は124施設（前年比5施設増）、賛助会
員は57社（前年同数）、協力施設は2施設（前年同数）でした。

行事出席


